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□検討にあたっての留意事項 

1. 本案は、計画に記載する内容（項目、文章）を検討するためのものです。 

2. 内容以外のレイアウト、色、飾り（線・網掛、マーク、イラスト）は全て仮です。 

3. 計画に記載する内容が決定後に、計画書（冊子）として編集デザインを行います。 

4. 巻頭ページ（市長メッセージ、特集ページ）は編集デザイン段階で作成します。 

 

原案 

資料３－２ 

第２回総合計画審議会 
 
第 2 章・第 4 章について，総合計画審議会委員からのご意見と、 
ご意見に対する回答を反映しています。 
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第３部 前期基本計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
□作成上の注意事項（最終的に校正を行う） 

1. 文フォント： HGSゴシックM、11pt 

2. タイトル ： メイリオ 

3. 図表等  ： BIZ UDゴシック 

4. 数値   ： 半角 

5. アルファベット： 全角 

6. 年（度）表記 ： 元号（＝令和７年度）。平成31年は便宜上、令和元年度とする。 

必要に応じて元号 ・西暦併記 （計画初年度以降。令和8 （2026）年度等） 

7. 表記ルール： パブコメ案と最終案で表記の統一or使い分けを含めて校正する。 

（統一or使い分ける例： 等、など／子ども、こども／とおり、通り） 

8. 原文表記  ： 固有名詞、法律名、事業名、出典 ・資料からの引用は原文のままとする。 
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第１章 施策体系 

基 

本 

構 

想 

まちの 

将来像 
みんなが主役 住んで楽しい  

基本目標 

基本目標１ 

産業・経済 

基本目標２ 

子育て・健康・予防・福祉・

医療 

10 年後の姿 

事業成長と多様な働き方 市

民所得の好循環により 人材

の集積が実現している 

こどもの成長と自分らしい暮

らしを見守る温かいまちが実

現している 

前 
期 

基 

本 

計 

画 

～ 
魅
力
的
な 

た
て
や
ま 

を 

つ
く
る 

～ 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

施 策 

第１節 観光の振興 

第２節 農水産業の振興 

第３節 商工業の振興 

第４節 新たな雇用の創出と

就業支援の強化 

第５節 移住・定住の促進 

第１節 地域福祉の推進 

第２節 子育て環境の充実 

第３節 高齢者福祉の充実 

第４節 障害者福祉の充実 

第５節 健康づくり・医療体制

の充実 

 

２ たてやま に愛着を持つ人を  

３ 安全・安心な たてやま で人を 

４ 社会の変化に適応可能な行政基盤を 

１ たてやま の経済発展を  
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来て楽しい まち・館山 

基本目標３ 

教育・文化 

基本目標４ 

都市整備・環境・防災・安全 

基本目標５ 

市民参画・シテ プロモ シ

ン・行財政運営 

教育と歴史・文化 スポ ツの

力で活気あふれるまちが実現し

ている 

豊かな自然がいつもある 快適

で安全なまちが実現している 

まちづくりへの市民参画が活発

となり 市民の幸福度を高める

行財政運営が実現している 

 

  

第１節 学校教育の充実 

第２節 青少年の健全育成強化 

第３節 生涯学習の推進 

第４節 歴史の継承と文化の振

興 

第５節 スポ ツの振興 

第１節 都市整備の推進 

第２節 脱炭素による持続可能

な社会の実現 

第３節 資源循環型社会の構築 

第４節 防災 ・消防 ・救急体制の

強化 

第５節 生活安全対策の充実 

第１節 市民協働とシテ プロ

モ シ ンの推進 

第２節 持続可能な行財政運営 

 

めざす 

ふやす 

はぐくむ 

つくる 
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基本計画体系 

プロジェクト２ 

たてやま に 

愛着を持つ人をふやす 
プロジェクト１ 

たてやま の 

経済発展をめざす 

プロジェクト３ 

安全・安心な 

たてやま で人をはぐくむ 

プロジェクト４ 

社会の変化に適応可能な

行政基盤をつくる 

第２章 リーディングプロジェクト 
～ 魅力的な たてやま を つくる ～ 

 

▶リーディングプロジェクトの趣旨 

リーディングプロジェクトは5つの基本目標の枠組みを超えて分野横断的に事業を連動さ

せ、本市のまちづくりのテーマに取り組むプロジェクトです。 

リーディングプロジェクトは 「第3期館山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」として位置

付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ 

産業・経済 

基本目標２ 

子育て・健康・ 

予防・福祉・医療 

基本目標３ 

教育・文化 

基本目標４ 

都市整備・環境・ 

防災・安全 

基本目標５ 

市民参画・シテ プ

ロモ シ ン・ 

行財政運営 
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   「総合計画」と「デジタル田園都市構想総合戦略」の一体化 

本市は、まち・ひと・しごと創生法 （平成26年11月制定）に則り、平成27年度から２期11

年 （令和７年度まで）にわたり、 「館山市まち・ひと・しごと創生 （館山市人口ビジョン）総

合戦略」に基づき、人口減少社会の課題を克服する地方創生に取り組んできました。 

この間、国は第2期 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜本的に改訂した 「デジタル田

園都市国家構想総合戦略」を令和４年12月に新たに策定し、地方自治体にはこれまでの取組

をデジタルの力を活用して継承・発展させていく地方版総合戦略の策定が定められました。 

国の方針に沿って本市は令和8 （2026）年度を初年度とする 「第3期館山市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」を策定します。 

なお、総合戦略で目指す将来像及び人口ビジョンは市政の最上位計画である総合計画（本

計画）で示していること、総合戦略の取組は総合計画（本計画）にも位置づけられているこ

とから、本計画と総合戦略を一体化して効率的・効果的な施策推進と進行管理を行います。 

 

<総合計画>                       <総合戦略> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合戦略の計画期間は、前期基本計画と同様、令和8 （2026）年度から令和12 （2030）年

度の５年間です。後期基本計画を策定する年度に総合戦略を改訂します（予定）。 

 
 
 

第２部 基本構想 

『将来人口』 

第３部 前期基本計画 

『リーディングプロジェクト』 

進捗評価・次期改定の一体化による 

事業の効果・効率の向上 

人口ビジョン 

地方版総合戦略 

①地方に仕事をつくる 

②人の流れをつくる 

③結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

④魅力的な地域をつくる 

⑤デジタル実装の基礎条件整備 

一体化 

数値目標、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の基準値と目標値 
本計画では、 
「基準値」は R6(2024)年度時点実績値 
「目標値」は R12(2030)年度  として記載しています。 
＊設定した目標値が基準値を下回っている指標については説明を加えています。 



 

6 

▶リーディングプロジェクト、本市のテーマ、関連施策一覧 

 

リーディングプロジェクト 
たてやまの 

経済発展をめざす 

たてやまに 

愛着を持つ人を 

ふやす 

安全・安心な 

たてやまで 

人をはぐくむ 

社会の変化に 

適応可能な行政

基盤をつくる 

 

本市のテーマ 経済基盤の強化 
急速な人口減少を

抑制する 

子育てしやすさ、安

全・安心の暮らしの向

上 

行財政基盤の強

化 

 

総合戦略項目 

しごと ひと まち 
 
 

魅力的な地域づくり 

デジタルの活用 

基本目標１ 

産業・経済 
第１節 観光の振興 ● ●  ● 

第２節 農水産業の振興 ●   ● 

第３節 商工業の振興 ●   ● 

第４節 新たな雇用の創出と 

就業支援の強化 
● ●  ● 

第５節 移住・定住の促進  ●  ● 

基本目標２ 

子育て・健

康 ・予防 ・福

祉・医療 

第１節 地域福祉の推進   ● ● 

第２節 子育て環境の充実   ● ● 

第３節 高齢者福祉の充実   ● ● 

第４節 障害者福祉の充実   ● ● 

第５節 健康づくり・医療体制 

の充実 
  ● ● 

基本目標３  

教育・文化 
第１節 学校教育の充実   ● ● 

第２節 青少年の健全育成強化    ● 

第３節 生涯学習の推進    ● 

第４節 歴史の継承と文化の 

振興 
 ●  ● 

第５節 スポーツの振興  ●  ● 

基本目標４  

都市整備・

環境 ・防災 ・

安全  

第１節 都市整備の推進  ● ● ● 

第２節 脱炭素による持続可能 

な社会の実現 
   ● 

第３節 資源循環型社会の構築    ● 

第４節 防災 ・消防 ・救急体制の 

強化 
  ● ● 

第５節 生活安全対策の充実    ● 

基本目標５  

市民参画・

シティプロ

モーション 

・行財政運

営 

第１節 市民協働とシティプロ 

モーションの推進 
 ●  ● 

第２節 持続可能な行財政運営   ● ● 
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（計画書に掲載しないが、検討の参考資料） 
 
デジタル田園都市国家構想総合戦略の全体像 

デジタルの力を活用して地方創生を加速化 ・深化し、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせ

る社会」を目指す。 

 

（１）デジタルの力を活用した地方の社会課題解決 

デジタルの力を活用して地方の社会課題解決に向けた取組を加速化・深化する 

１ 地方に仕事をつくる 

スタートアップ・エコシステムの確⽴、中小 ・中堅企業DX （キャッシュレス決済、シェアリン

グエコノミー等）、スマート農林水産業 ・⾷品産業、観光DX、地方大学を核としたイノベーショ

ン創出等 

２ 人の流れをつくる 

「転職なき移住」の推進、オンライン関係人口の創出 ・拡大、二地域居住等の推進、地方大学 ・

高校の魅力向上、⼥性や若者に選ばれる地域づくり等 

３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

結婚 ・出産 ・子育ての支援、仕事と子育ての両⽴など子育てしやすい環境づくり、こども政策

におけるDX等のデジタル技術を活用した地域の様々な取組の推進等 

4 魅力的な地域をつくる 

教育DX、医療・介護分野DX、地域交通・インフラ・物流DX、まちづくり、⽂化・スポーツ、

防災・減災、国土強靱化の強化等、地域コミュニティ機能の維持・強化等 

 

（２）デジタル実装の基礎条件整備 

デジタル実装の前提となる取組を国が強力に推進する 

１ デジタル基盤の整備 

デジタルインフラの整備、マイナンバーカードの普及促進 ・利活用拡大、データ連携基盤の構

築 （デジタル社会実装基盤全国総合整備計画の策定等）、ICTの活用による持続可能性と利便性の

高い公共交通ネットワークの整備、エネルギーインフラのデジタル化等 

２ デジタル人材の育成・確保 

デジタル人材育成プラットフォームの構築、職業訓練のデジタル分野の重点化、高等教育機関

等におけるデジタル人材の育成、デジタル人材の地域への還流促進、⼥性デジタル人材の育成 ・

確保等 

３ 誰一人取り残されないための取組 

デジタル推進委員の展開、デジタル共生社会の実現、経済的事情等に基づくデジタルデバイド

の是正、利用者視点でのサービスデザイン体制の確⽴等 
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プロジェクト１ たてやま の経済発展を めざす 

▶プロジェクトの方向性 

地域経済の持続可能な発展と所得向上を図るため、多様な働き方を可能にする環境整備、

第1次産業と中小企業の生産性と競争力の向上とともに、地域の食文化 ・資源の循環 ・活用を

軸とする地域経済の循環・成長に重点的に取り組みます。 

 

 

▶数値目標 

番号 数値目標 基準値 目標値 

 サテライトオフィスを含めた企業誘致件数（5 年間累計） ５件 ５件 

 起業・創業者数（5 年間累計） 3 人 10 人 

 道の駅グリーンファーム館山 年間売上額 253,910 千円 377,193 千円 

 

 

  数値目標の経年グラフ（過去データ）の掲載（検討） 
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▶取組内容 

① 新しい働き方を推進する 
事業名 基本計画 

サテライトオフィスやリモートワーク等を含めた企業誘致 目標●第●節 

魅力ある雇用の創出と雇用のマッチング支援 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

企業誘致活動件数（5 年間累計） 延べ１９２件 延べ２００件 

② 地域産業の担い手を支援する 
事業名 基本計画 

スマート農業の推進 目標●第●節 

持続可能な水産業の振興 目標●第●節 

中小企業のＤＸ推進及びデジタル人材の育成 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

認定農業者数（農業法人を含む）（5 年間累計） 104 人 104 人 

認定農業法人数（5 年間累計） 21 法人 28 法人 

新規漁業就業者数（5 年間累計） 13 人 65 人 

③ 地域経済の成長・循環を促進する 
事業名 基本計画 

食のまちづくりの推進による地域産業の活性化 目標●第●節 

農水産物の６次産業化の推進 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

農産物等を使用した加工品の新商品開発数（5 年間累計） 0 品 50 品 

館山ブランド認定数（5 年間累計） 3 品 18 品 
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プロジェクト２ たてやま に愛着を持つ人を ふやす 

▶プロジェクトの方向性 

市外から人を呼び込むため、地域の特色を活かした体験型観光による交流人口の増加、ふ

るさと納税を中心とする関係人口の拡大とともに、移住支援の充実に重点的に取り組みます。 

 

 

▶数値目標 

番号 数値目標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 観光入込客数 1,877 千人 2,000 千人 

 宿泊客数 414 千人 500 千人 

 外国人宿泊客数 2,512 人 3,000 人 

 移住相談経由の移住者数（5 年間累計） 200 人 200 人 

 転入者数（5 年間累計） 1,687 人 8,400 人 

 

 

  

数値目標の経年グラフ（過去データ）の掲載（検討） 
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▶取組内容 

① 交流人口を増やす 
事業名 基本計画 

スポーツ観光 目標●第●節 

食のまちづくりの推進 目標●第●節 

花のまちづくりの推進 目標●第●節 

観光分野の DX 推進 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

スポーツ観光イベント参加者数 13 千人 13 千人 

“渚の駅”たてやま 年間来館者数＊ 403 千人 500 千人 

道の駅グリーンファーム館山 年間入込客数 23 万人 40 万人 

② 関係人口を増やす 
事業名 基本計画 

ふるさと納税及び企業版ふるさと納税の推進 目標●第●節 

海辺のまちづくりの推進 目標●第●節 

市内外への積極的な情報発信 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

ふるさと納税返礼品登録地場産品数＊ 540 品 660 品 

ＬＩＮＥ市アカウントフォロワー数 8,472 人 14,000 人 

事前プレスリリース数 231 件 270 件 

③ 移住者を増やす 
事業名 基本計画 

移住・定住の促進 目標●第●節 

柔軟で多様な自分らしい働き方や暮らし方の推進 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

移住相談件数（5 年間累計） 1,227 件 1,250 件 
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プロジェクト３ 安全・安心な たてやま で人を はぐくむ 

▶プロジェクトの方向性 

子育て世代を含む、すべての世代が暮らしやすい環境づくりのため、少子化の流れを断ち

切る子育て支援と学校教育の充実、市民の健康と介護を支える取組とともに、地域の支え合

いによる防災力強化に重点的に取り組みます。 

 

 

▶数値目標 

番号 数値目標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 婚姻率 
2.8 

(R5) 
3.3 

 合計特殊出生率 
1.36 

(R5) 
1.45 

 出生数（5 年間累計） 181 人 990 人 

 常住人口 42,502 人 40,500 人 

 

 

  

数値目標の経年グラフ（過去データ）の掲載（検討） 
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▶取組内容 

① 子育て世代を支援する 
事業名 基本計画 

子育て支援の強化 目標●第●節 

ＩＣＴ活用による教育の推進 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

「元気な広場」利用満足度の割合 99% 現状維持 

公設学童クラブ利用満足度の割合 99% 現状維持 

保護者のメール配信システム登録率 99％ 現状維持 

教師用デジタル教科書活用率 48% 80% 

② 安全・安心なまちをつくる 
事業名 基本計画 

安全・安心な暮らしのための防災力の強化 目標●第●節 

健康づくりへの支援 目標●第●節 

福祉の現場における生産性向上の支援 目標●第●節 

行政・防災の拠点となる市庁舎の整備 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

自主防災訓練実施率＊ 38.4% 100% 

特定健診受診率 35.4% 44.0% 

ケアプランデータ連携システム導入事業所数（5 年間累計） 1 事業所 20 事業所 
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プロジェクト４ 社会の変化に適応可能な行政基盤を つくる 

▶プロジェクトの方向性 

人口減少による全国的な労働力不足や雇用環境の変化、働き手の価値観の多様化など、社

会情勢が大きく変化するなか、将来に渡り持続可能で、変化に柔軟に対応できる「組織（職

員）」と「経営（財源）」の維持・強化を目指します。 

 

 

 

 

 

▶数値目標 

番号 数値目標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 
働き易い・働き甲斐のある職場づくり 

（職員アンケートによる満足度調査） 
数値なし 70.0％ 

 財政調整基金保有額 17.0 億円 20.0 億円 

 

 

  
数値目標の経年グラフ（過去データ）の掲載（検討） 
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▶取組内容 

① 「コンパクトでしなやかな組織体制」への変革 
事業名 基本計画 

組織改革（機構・業務・意識・制度）の実施 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

時間外勤務の年間時間数（職員１人当たり） 未判明 80 時間 

② 歳入確保・歳出削減の取組 
事業名 基本計画 

第 4 次館山市行財政改革方針に基づく取組 目標●第●節 

市税（基幹税：市民税・固定資産税）の適正な課税と公平な徴収による自主財源の確保 目標●第●節 

公共施設等総合管理計画の推進 目標●第●節 

重要業績評価指標（KPI） 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

ふるさと納税額 6.3 億円 9.3 億円 

新たな歳出削減額 
未判明 

（決算確定後） 
未設定 

公共施設の延床面積（減少） 148,660 ㎡ 118,928 ㎡ 
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（見開き調製のための白紙ページ。暫定） 
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第３章 計画とＳＤＧｓとの連動 
ＳＤＧｓ （Sustainable Development Goals）は平成28 （2016）年から令和12 （2030）年まで

の国際社会共通の目標であり、国連加盟国で平成27 （2015）年に採択されました。ＳＤＧｓ

は「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂的のある社会の実現を目指し、国際社会

全体で経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組むものであり、我が国も官民

一体となってＳＤＧｓの実現を目指しています。 

本市も国際社会の一員としての役割を担い、まちづくり施策とＳＤＧｓの目指す17の目標

（ゴール）を関連付けることにより、計画推進をＳＤＧｓの目標達成につなげます。 

 

国際社会全体で目指す持続可能な開発目標 

 

1 あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

2 飢餓を終わらせ、食糧安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する 

3 あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

4 すべての人に包摂的かつ公平な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する 

5 ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化（エンパワーメント）を行う 

6 すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 

7 すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する 

8 持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレ

ベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する 

9 強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る 

10 各国内及び各国間の不平等を是正する 

11 包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する 

12 持続可能な生産消費形態を確保する 

13 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる 

14 持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する 

15 陸域生態系の保護・回復・持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処並びに土地の劣化の

阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する 

16 包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（デ

ィーセント・ワーク）を促進する 

17 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する 
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▶目標別施策とＳＤＧｓの目標（ゴール）との関係 

 
 

  

 表イメージ 

 該当●はダミーです 

 事業確定後に差し替えます 
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第４章 目標別施策 

基本目標１ 産業・経済 
10 年後の姿▶ 

事業成長と多様な働き方、市民所得の好循環により、人材の集積が実現している 

          
 現状 課題 

 

 コロナ禍の影響で観光全体が打

撃を受けた後遺症から徐々に回

復しています。 

 外国人宿泊客数は台湾を中心に

増加傾向にあります。 

 市域を超えた広域観光プロモー

ションを展開していますが、南房

総の外国人知名度は依然として

低く、戦略的な取組が必要となっ

ています。 

 

 

 ６次産業化や担い手育成の支援、

道の駅グリーンファーム館山を

拠点に官民連携による「食」のブ

ランド化や体験観光を進めてい

ます。 

 

 高齢化に伴い認定農業者や漁業

従事者の減少、漁獲量の減少等、

農漁業経営が厳しさを増す中、持

続可能な産業振興の取組が重要

となっています。 

 

 

 近隣市と連携し、起業支援、中小

企業の安定した経営や房州うち

わをはじめとする伝統産業の振

興等に取り組んでいます。 

 地域内中小企業者の人材不足等

解消のために、IT技術の導入や在

宅ワークを推進し、業務効率化等

を目指す必要があります。 

 

 

 関係機関や近隣市町と連携した

求職セミナーの開催や求人情報

の提供、地方進出を検討する企業

への誘致活動等に取り組んでい

ます。 

 魅力ある安定した雇用の場の創

出とともに、求人 ・求職のミスマ

ッチ解消を図り、働き手を確保し

ていく必要があります。 

観光 

農水産業 

商工業 

雇用・就業 
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 現状 課題 

 

 南房総市やＮＰＯ法人と連携した

移住相談対応やトライアルステイ

（お試し移住）に加え、テレワー

ク・ワーケーションの推進等に取

り組んでいます。 

 これまでの移住施策に加え、移住

への足掛かりとなる関係人口の創

出・拡大や二地域居住の促進につ

ながる施策にも注力していく必要

があります。 

 

 

  
 

  
 

  

移住・定住

写真等 写真等 

写真等 写真等 

写真等 
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第１節 観光の振興 

▶５年後の姿 

 国内外から多くの方々が観光に訪れ、市民も誇りを持って受入れ、交流
が深まっています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

1.1.1 海の魅力向上とイメージアップ 観光みなと課 

 クルーズ船や高速ジェット船による海路の充実、海辺の賑わい創出、館山夕日桟橋の整

備促進等により、本市最大の観光資源である海の魅力を官民連携で高めていきます。 

 市の財産である美しい砂浜 ・海岸の魅力向上、海水浴場の安全対策と利用者のマナー向

上に取り組み、本市のイメージアップにつなげます。 

 

1.1.2 地域経済の活性化につながる観光の振興 観光みなと課、農水産課、企画課 

 関係団体と協力し、データに基づく広域的な戦略的観光プロモーションの推進とイン

バウンド誘致の展開を図り、国内外への情報発信力を高めます。 

 観光分野のＤX を推進し、持続可能な経済社会をつくります。 

 海、スポーツ、自然、食、歴史文化等の多彩な地域資源を活かして様々な分野が連携

した体験型ツーリズムの開発や回遊性を向上させる環境整備に官民を挙げて取り組

み、何回も訪れるリピーターの獲得と地域経済の活性化につなげます。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 観光入込客数 1,877 千人 2,000 千人 

 宿泊客数 414 千人 500 千人 

 外国人宿泊客数 2,512 人 3,000 人 

 観光消費額 281.7 億円 320 億円 

 
「観光の振興」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回答した

市民の割合 
23.1％ 増加 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山港港湾振興ビジョン 

 館山湾振興ビジョン 

 観光立市たてやま行動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第２節 農水産業の振興 

▶５年後の姿 

農水産物の競争力が高まり、販売が伸びています。 
新たに農水産業を担う人・企業が増えています。 

 

▶５年後の姿を達成するための施策 

1.2.1 稼げる農業への転換支援 農水産課 

 多様な経営体による農業・畜産の生産体制の強化、スマート農業の導入や農地集積・集約

化による効率化と品質向上を中心に農地保全と経営の成長化を支援し、魅力ある農業への

転換を促進します。 

 

1.2.2 持続可能な水産業の振興 農水産課 

 漁獲量の減少を補う養殖漁業の導入を支援し、漁業資源の増大を図ります。 

 関係団体と連携して漁業の生産性向上や市場競争力の強化、地域のにぎわい創出につ

ながる漁港の利活用に取り組みます。 

 

1.2.3 食のまちづくりを通じた地域活性化の推進 農水産課、食のまちづくり推進課 

 地域ブランド品開発や拠点施設の活用により、本市の豊富な農水産資源、食文化、体験

メニューなど地域の食の魅力を高め、食を通じた関係人口の広がりに取り組みます。 

 拠点施設を中心に生産者ネットワークの拡大と地場産品の情報発信を進め、地域経済

の循環と活性化を促進します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 認定農業者数（農業法人を含む）（5 年間累計） 104 人 104 人 

 認定農業法人数（5 年間累計） 21 法人 28 法人 

 耕作放棄地 177ha 177ha 

 新規漁業就業者数（5 年間累計） 13 人 65 人 

 道の駅グリーンファーム館山 年間売上額 253,910 千円 377,193 千円 

 館山ブランド認定数（5 年間累計） 3 品 18 品 

 
「農水産業の振興」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）

と回答した市民の割合 
15.5％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市船形海業推進事業基本計画 

 たてやま食のまちづくり計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第３節 商工業の振興 

▶５年後の姿 

地域内経済循環への理解促進により、地場産品への関心が高まり、シビ
ックプライドの醸成が図られています。 

市内企業の経営力強化や生産性向上が図られ、事業の継続や起業 ・創業
がしやすい環境になっています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

1.3.1 事業意欲を後押しする取組の実施 雇用商工課、行革財政課、企画課 

 地域経済の回復と地域内経済が円滑に循環するよう、商工団体等を通じて消費者のニ

ーズに合う商品・サービスの提供や経営力強化を図るため事業者を応援します。 

 

1.3.2 市内の起業・創業を応援する取組の実施 雇用商工課、企画課 

 市内での起業や創業を支援し、市内企業の育成と地域経済の活性化につなげます。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 ふるさと納税返礼品登録地場産品数 540 品 660 品 

 起業・創業者数（5 年間累計） 3 件 10 件 

 
「商工業の振興」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回答し

た市民の割合 
9.8％ 増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第４節 新たな雇用の創出と 
就業支援の強化 

▶５年後の姿 

若者が魅力を感じ、安心して働ける職場が増えています。 
企業誘致等により、希望する就業機会や選択できる職種が増えていま

す。 
 

 

▶５年後の姿を達成するための施策 

1.4.1 新たな雇用の創出と就業支援の強化 雇用商工課 

 館山市の魅力や特性を活かし、サテライトオフィスやリモートワーク等を含めた企業

誘致を推進し、新たな雇用の創出、地域課題の解決や地域経済の振興を図ります。 

 ハローワークや近隣市町と連携し、地域の雇用ニーズを捉えた求職セミナーの開催や

求人情報の提供等、求人・求職のマッチング機会を確保し、就業支援の強化を図りま

す。 

 

1.4.2 介護・福祉人材の安定した人材確保 高齢者福祉課 

 超高齢社会を迎える市民生活に福祉分野の人材不足が大きく影響することを考慮し、

介護 ・福祉分野の人材確保に向けて働きやすい環境整備と就業支援の充実を図ります。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 企業誘致活動件数（5 年間累計） 延べ 192 件 延べ 200 件 

 求職者を対象としたセミナー開催数（5 年間累計） 26 回 30 回 

 介護職員初任者研修等受講費助成件数（5 年間累計） 30 件 100 件 

 
「新たな雇用の創出と就業支援の強化」に満足（「満足」と「やや満

足」の合計）と回答した市民の割合 
6.2％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市サテライトオフィス誘致戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第５節 移住・定住の促進 

▶５年後の姿 

館山市民の幸福度が高まり、多世代が住み続けたいと思うまち、憧れの
移住先として評価されています。 

時間や場所にとらわれない柔軟で多様な働き方や暮らし方が進み、地
域内外の多様な人材が活躍しています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

1.5.1 移住・定住、二地域居住の促進 雇用商工課 

 館山市の魅力や特性を活かし、移住・定住や二地域居住を促進するとともに、テレワ

ークやワーケーションなど、柔軟で多様な自分らしい働き方や暮らし方を推進します。 

 若者のＵターン促進や将来の選択肢の拡大につながる取組、顔の見える経済循環の取

組を官民連携で推進します。 

 

1.5.2 移住・定住の実現を応援する取組の充実 企画課 

 多様な世代・主体間の交流を通じて本市への関心を高める取組を推進します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 館山市ワーケーション推進施設数 20 件 30 件 

 移住相談件数（5 年間累計） 1,227 件 1,250 件 

 

将来を含めた居住意向がある（「できれば、ずっと住み続けたい」と

「一度は市外へ出てみたいが、いずれは戻ってきたい」の合計）と回

答した高校生（市内）の割合 

63.8％ 増加 

 
「移住・定住の促進」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回

答した市民の割合 
12.1％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山リノベーションまちづくり構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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基本目標２ 福祉・子育て・健康・予防・医療 
 10 年後の姿▶ 

 こどもの成長と自分らしい暮らしを見守る温かいまちが実現している 

          
 現状 課題 

 

 地域の支え合い活動等の福祉分

野に共通する取組を地域や関係

団体等と連携して進めています。 

 

 孤独 ・孤立の問題をはじめ、分野

横断的に複雑化 ・多様化するニー

ズに対応する仕組みを充実する

必要があります。 

 

 

 近年の出生数は減少傾向、合計特

殊出生率も低迷しており、少子化

がさらに進んでいます。 

 妊娠・出産・子育てに関する相談

支援の充実、保育環境の充実、子

育て世帯の精神的・経済的な負担

軽減が一層求められています。 

 

 

 団塊の世代が後期高齢者になり、

一人暮らし高齢者や認知症高齢

者の増加、介護ニーズの増加が見

込まれます。 

 

 高齢者本人の介護予防支援と同

時に、住民同士の助け合いを組み

込んだ地域全体で支える仕組み

の充実が求められています。 

 

 障害者数全体は横ばいです。その

中で療育手帳、精神障害者保健福

祉手帳所持者数は増加傾向にあ

ります。 

 相談支援事業所等の社会資源が

周辺市町も含めて少ないため、限

りある資源の連携と活用を一層

図る必要があります。 

 

 

 健康寿命の延伸を目指して、フレ

イル予防や生活習慣病等の重症

化予防の取組を進めています。 

 

 こどもの頃から適切な生活習慣

を身に付ける必要があります。 

 安定的な地域医療体制を維持す

る必要があります。 

 

 

 

地域福祉 

子育て 

高齢者福祉 

障害者福祉 

健康づくり 
医療 
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写真等 写真等 

写真等 写真等 

写真等 
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第１節 地域福祉の推進 

▶５年後の姿 

地域全体で支え合い、誰もが地域とつながる仕組みができています。 
 

 

▶５年後の姿を達成するための施策 

2.1.1 福祉の基盤となる包括的支援体制の充実 社会福祉課、高齢者福祉課 

 地域活動や関係団体等の多様な主体と連携のもと、誰一人も “置いてきぼり”にしない

よう、多様化・複合化する福祉課題に対応できる包括的支援体制の充実を図ります。 

 

 

2.1.2 “暮らしにくさ”に寄り添う体制の充実 社会福祉課 

 誰もが安心して暮らし続けられるよう、一人ひとりの “暮らしにくさ”に伴走しながら

支援できる分野横断的な体制の充実を図ります。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 民生委員・児童委員定数充足率★ 92.0% 100% 

 協議体の新規設置数（5 年間累計） 2 団体 10 団体 

 
「地域福祉の推進」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回答

した市民の割合 
10.9％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市地域福祉計画・地域福祉活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第２節 子育て環境の充実 

▶５年後の姿 

こどもを安心して産み育てる環境が整い、子育てをする安心感が高ま
っています。 
▶５年後の姿を達成するための施策 

2.2.1 安心して妊娠 ・出産 ・育児のできる環境づくり 健康課、こども家庭センター 

社会福祉課 

 妊婦及び乳幼児のいる家庭に切れ目のない支援を展開し、妊娠 ・出産 ・育児を通じて育

児不安の軽減や孤立を防ぎ、乳幼児の健康の保持増進を図ります。 

 

2.2.2 こどもが健やかに育つ環境づくり こども課 

 就学前及び小学校入学後の子育て支援の充実を図ります。 

 学校再編と連動し、保育園・幼稚園・こども園・学童クラブを計画的に整備します。 

 

2.2.3 子育て家庭を守り支える環境づくり 社会福祉課、こども家庭センター 

 家庭で安心して子どもを育てられるよう関係機関等と連携し、すべてのこどもが健や

かに成長できる家庭支援を継続します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 乳幼児健診受診率 93.1% 100.0% 

 「元気な広場」利用満足度の割合 99% 現状維持 

 公設学童クラブ利用満足度の割合 99% 現状維持 

 
「子育て環境の充実」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回

答した市民の割合 
16.0％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市こども計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第３節 高齢者福祉の充実 

▶５年後の姿 

いくつになっても住み慣れた地域で暮らせる安心感が高まっています。 
 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

2.3.1 高齢者を支える地域包括ケアの充実 高齢者福祉課 

 地域包括支援センターの機能強化と地域連携を進め、地域の中で人権を守り、支え合い

ながら暮らせる「長寿健康のまち」の実現を図ります。 

 

2.3.2 高齢者の生活支援の推進 高齢者福祉課 

 介護保険制度の持続的 ・安定的な運営を図りながら、高齢化に伴う在宅サービスと施設

サービスの確保と質の向上に取り組みます。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 元気が出る体操教室 新規立ち上げ数（5 年間累計） 2 件 10 件 

 認知症サポーター 新規受講者数（5 年間累計） 290 人 1,250 人 

 
「高齢者福祉の充実」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回

答した市民の割合 
19.0％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第４節 障害者福祉の充実 

▶５年後の姿 

障害に対する市民の理解が深まり、誰もが自分らしい暮らし方をでき
る地域に一歩一歩近づいています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

2.4.1 障害者とその家族の暮らしを支える支援の充実 社会福祉課 

 関係機関との連携や地域資源の活用を一層進めながら、障害者とその家族の暮らしを

支える各種支援サービスや、相談支援体制などの充実を図ります。 

 

2.4.2 障害者の生活の質（QOL）の向上 社会福祉課 

 就労、地域活動、学習 ・スポーツ活動への参加を可能し、自分の望む生き方を選べる環

境づくりを推進します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 就労継続支援事業の利用者数 293 人 増加 

 地域活動支援センターの利用者数 41 人 増加 

 
「障がい者福祉の充実」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と

回答した市民の割合 
10.7％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市地域福祉計画・地域福祉活動計画 

 館山市障害者基本計画、館山市障害福祉計画及び館山市障害児福祉計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第５節 健康づくり・医療体制の充実 

▶５年後の姿 

市民が自ら行う健康づくりと疾病予防 （病気にならない行動）を支える
環境ができています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

2.5.1 市民が主体的に行う「適切な生活習慣」の普及 健康課 

 市民一人ひとりが自らの健康を守る生活習慣を身につけ、生涯にわたって健康づくり

と疾病予防に主体的に取り組むための支援の充実を図ります。 

 

2.5.2 地域医療体制の維持 健康課、市民課 

 市民の健康の保持 ・増進を支える国民健康保険と後期高齢者医療制度の適切な運営と、

休日や夜間を含めた地域医療体制の維持を図ります。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 特定健診受診率 35.4% 44.0% 

 
「保健・医療体制の充実」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）

と回答した市民の割合 
25.2％ 増加 

 
「健康づくりの推進」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回

答した市民の割合 
20.5％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市健康増進計画～健幸たてやま21～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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基本目標３ 教育・文化 
 10 年後の姿▶ 

 教育と歴史・文化、スポーツの力で活気あふれるまちが実現している 

          
 現状 課題 

 

 学校教育の充実により、児童生徒

の「生きる力」の育成を図ってい

ます。 

 少子化の時代においても一定の学

校規模を継続的に維持し、児童生

徒の教育環境の整備・充実に努め

る必要があります。 
 

 

 地域住民の協力で放課後子供教室

やふるさと体験活動にたくさんの

こどもたちが参加しています。 

 少子化が進む中、地域資源を活

かして幅広い体験・学習機会を

創出していく必要があります。 

 

 中央公民館、図書館、博物館が専門

性を活かし、市民ニーズに応える多

くの講座 ・イベントを開催していま

す。 

 

 人生100年時代を迎え、大人の学

び直しや学習環境の充実と、学習

成果を地域で発揮できる仕組みを

強化していく必要があります。 

 

 郷土資料の収集や市民の芸術文化

活動支援を通じて、地域独自の歴

史・文化の振興に取り組んでいま

す。 

 博物館本館・館山城は毎年5～6万

人が来館し、本市の歴史 ・文化に触

れています。 

 有形・無形文化財の保存と同時

に、多くの人に郷土の魅力を発信

していく必要があります。 

 

 地域の歴史 ・文化を伝える資料を

次世代へ継承するため、博物館施

設の改修等を含む老朽化への対

策が求められます。 

 

学校教育 

青少年 
健全育成 

生涯学習 

文化 
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 市民のスポーツの習慣化を目的に

地域に密着したスポーツ・レクリエ

ーション活動を推進するとともに、

スポーツ観光の視点から各種イベ

ントの開催・支援をしています。 

 スポーツ推進委員や指導者の減少、

スポーツ大会エントリー数の伸び

悩み、社会体育施設の老朽化への対

策が求められます。 

 

 

 

 

  
 

  
 

  

スポーツ 

写真等 写真等 

写真等 写真等 

写真等 
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第１節 学校教育の充実 

▶５年後の姿 

質の高い教育環境の構築が着実に進むとともに、児童生徒の個性を尊
重して「生きる力」を育成する教育が行われています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

3.1.1 「生きる力」を育成するための教育活動の充実 教育総務課 

 「確かな学力 ・豊かな心 ・健やかな体」を育み、「生きる力」を育成するための教育活

動を推進します。 

 児童生徒の興味 ・関心や体験的な活動を重視し、基礎的 ・基本的な知識 ・技能の習得を

図ります。 

 一人一人の特性に応じた学習が行われるよう指導内容・方法の工夫改善を図ります。 

 

3.1.2 質の高い教育環境の実現 教育総務課、企画課 

 少子化に対応した適切な教育環境に向けて、館山市立小中学校再編計画に基づく取組

を着実に推進します。 

 児童生徒の快適な学習環境の整備と、安全に安心して学べる教育環境の確保を図りま

す。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 館山市立小中学校における標準規模校の割合 23.1% 40.0％ 

 特色ある学校づくりの推進（小規模特認校・学びの多様化学校） 0 校 2 校 

 
学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができて

いると回答した割合（「当てはまる」と「どちらかといえば、

当てはまる」の合計） 

児童 83.1％ 増加 

 生徒 83.3％ 増加 

 自分にはよいところがあると思うと回答した割合（「当てはま

る」と「どちらかといえば、当てはまる」の合計） 

児童 81.7％ 増加 

 生徒 82.3％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市教育基本計画 

 館山市立小中学校再編計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第２節 青少年の健全育成強化 

▶５年後の姿 

10代の郷土への愛着が高まっています。 
 

 

▶５年後の姿を達成するための施策 

3.2.1 地域資源を活かした体験活動の推進 生涯学習課、中央公民館 

 自然、歴史、文化、産業等の地域資源を活かし、地域と連携して児童生徒の体験の場 ・

学びの場を広げます。 

 

3.2.2 地域と連携した青少年健全育成活動の推進 生涯学習課 

 若者にまちの次代を担う心が育まれるよう、ＰＴＡ、子ども会、青少年相談員、社会

教育関係団体等の自主的な青少年健全育成活動を支援します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 
放課後子供教室実施割合 

＊感染症等で中止になることを想定しています 
96.8% 95.0% 

 
「青少年の健全育成強化」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）

と回答した市民の割合 
13.5％ 増加 

 

館山市に「自分たちのまち」としての愛着を感じている（「愛着があ

る」と「どちらかというと愛着がある」の合計）と回答した高校生（市

民）の割合 

73.3％ 増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 



 

50 

第３節 生涯学習の推進 

▶５年後の姿 

生涯を通じて学び続けることができる環境と、学びを地域活動に活か
せる仕組みになっています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

3.3.1 郷土の継承・発展に資する生涯学習の支援 
生涯学習課、中央公民館、 

博物館、図書館、企画課 

 市民ニーズに応える多様な学習機会の創出と市民主体の学習活動を支援します。 

 市民一人ひとりの知識や経験等を郷土の継承 ・発展に活かす仕組みの充実を図ります。 

 

3.3.2 図書館の教育・情報拠点化の充実 図書館 

 図書を通じたこどもたちの豊かな学びを支援します。 

 生涯学習の教育・情報拠点としてレファレンスサービスと蔵書の充実を図ります。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 
生涯学習出前講座 開催件数 

＊過去 5 年の平均値より目標値を算出しています 
110 件 100 件 

 公民館講座参加者割合 8.6％ 11.6％ 

 図書館イベント参加者数（千人当たり） 19.4 人 20.4 人 

 図書貸出数（人口一人当たり） 2.6 冊 2.87 冊 

 
「生涯学習の推進」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回答

した市民の割合 
13.0％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市図書館の基本的運営方針 

 館山市子ども読書活動推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第４節 歴史の継承と文化の振興 

▶５年後の姿 

郷土の歴史と文化を大切にする意識が広がり、多様な文化交流につな
がっています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

3.4.1 歴史・文化の保存と活用 生涯学習課、博物館、図書館 

 文化財保存活用地域計画を策定し、有形無形の文化財の発掘 ・保存とともに、歴史 ・文

化資源を活用したシビックプライドの醸成、地域独自の観光 ・学習の場を創出します。 

 南房総市と連携し、国史跡 「里見氏城跡 稲村城跡」の保存 ・整備、地域活性化への活

用を推進します。 

 博物館では、郷土資料を収集するとともに、展示や講座などにより、市内外の幅広い世

代が地域の歴史・文化を学ぶ機会を提供します。 

 

3.4.2 芸術文化活動の活性化、多様な文化交流の推進 生涯学習課 

 芸術文化活動の学習の場と発表の場を提供し、市民の自主的な芸術文化活動を支援し

ます。 

 芸術文化活動の振興を通じて郷土の魅力発信と多様な文化交流を推進します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 

博物館本館・館山城入館者数 

＊基準年度は例年と比べて入館者数が突出していたことから、 

過去の入館者数の推移から目標値を設定しています 

64,932 人 61,000 人 

 赤山地下壕跡入壕者数 28,248 人  31,000 人 

 たてやまフィールドミュージアム（インターネット）年間閲覧者数 49,007 人 75,000 人 

 博物館講座参加者数 1,252 人 1,300 人 

 
「歴史の継承と文化の振興」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）

と回答した市民の割合 
19.3％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 文化財保存活用地域計画（令和8（2026）年度策定予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第５節 スポーツの振興 

▶５年後の姿 

市民一人ひとりがスポーツを自主的 ・継続的に親しむ気運が広がり、ス
ポーツの持つ力が地域活性化につながっています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

3.5.1 スポーツを生涯楽しめる環境づくり スポーツ課 

 誰もが生涯にわたって安心して安全にスポーツを楽しめるよう、指導者養成と団体活

動の支援、地域資源を活かしたスポーツの普及に努めます。 

 人口減少に対応した、スポーツをより楽しめる環境の整備に向けて活動拠点 （施設）の

再編成を推進します。 

 

3.5.2 スポーツによるまちの活性化 スポーツ課 

 地域資源等を最大限に活かした多様なスポーツイベントを開催・支援し、スポーツを

「する、支える、応援する」文化の普及と交流人口の拡大に取り組みます。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 スポーツ用具の貸出件数 80 件 92 件 

 館山若潮マラソン 市民エントリー件数 650 件 1,000 件 

 館山若潮マラソン 市外からのエントリー件数 5,500 件 6,300 件 

 社会体育施設の市内利用者数 47 千人 47 千人 

 社会体育施設の市外利用者数 12 千人 14 千人 

 市内のスポーツイベント開催数（主催・共催・後援） 48 回 48 回 

 
「スポーツの振興によるまちづくり」に満足（「満足」と「やや満足」

の合計）と回答した市民の割合 
17.8％ 増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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基本目標４ 都市整備・環境・防災・安全 
 10 年後の姿▶ 

 豊かな自然がいつもある、快適で安全なまちが実現している 

          
 現状 課題 

 

 道路や河川、排水路の適切な維持

管理を行い、施設の安全確保に取

り組んでいます。 

 

 市街地循環バス、事前予約制乗合

送迎サービスの運行、公共ライド

シェアの実証運行など、公共交通

網の維持・確保を進めています。 

 パトロールや定期点検により、状

況把握に努めていますが、毎年、

補修・整備などを要する箇所が発

生しています。 

 暮らしの利便性を高める多様な移

動手段が求められています。 

 

 

 「第五次館山市地球温暖化対策実

行計画」に基づき、市役所におけ

る地球温暖化防止を進めていま

す。 

 自然環境の保全とカーボンニュー

トラルの実現に向けた地球温暖化

対策を官民一体で取り組む必要が

あります。 

 

 1人1日当たりごみ排出量は若干減

少しており、資源ごみ再資源化率

は増加しています。 

 

 市民一人ひとりが環境への負荷

を意識し、日常的にごみの減量

化 ・再資源化に一層取り組むこと

が求められています。 

 

 被害想定等の最新情報も踏まえな

がら、市民及び観光客の安全確保

に取り組んでいます。 

 消防団の団員数は減少傾向となっ

ています。 

 激甚化 ・頻発化する自然災害に備

えて、自助 ・共助 ・公助それぞれ

の取組をこれまで以上に進める

必要があります。 

 

 

 市内交通事故件数は減少傾向にあ

りますが、高齢者の事故割合が多

くを占めている状況です。また、

犯罪の複雑化・凶悪化により被害

が深刻化しています。 

 高齢者の事故防止、犯罪被害を未

然に防ぐ環境づくり、消費生活相

談員や関係機関と連携した消費ト

ラブルの防止に一層の取組が求め

られています。 

都市整備 

脱炭素 
社会 

資源循環
型社会 

防災 
消防 
救急 

生活安全 
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 現状 課題 

 空き家件数は2,000件以上あり、そ

の内、周辺に影響を及ぼす恐れの

ある空き家は約400件あると推計

されています。 

 良好な住環境を目指し、効果的な

空き家対策を進めることが求めら

れています。 

 

  
 

  
 

  
 

写真等 写真等 

写真等 写真等 

写真等 
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第１節 都市整備の推進 

▶５年後の姿 

インフラの適切な管理と長寿命化により生活環境が充実しています。 
交流と賑わいにつながる公共交通網整備が着実に進んでいます。 

 

▶５年後の姿を達成するための施策 

4.1.1 交流機能と防災機能を高めるインフラ整備の推進 建設課、都市計画課 

 市道や橋梁、トンネルの改良 ・維持補修、河川や排水路の整備を財政運営と連動しなが

ら計画的に推進します。 

 幹線道路ネットワークである国道 ・県道 ・高規格道路の早期整備に向けて関係機関と連

携して要望していきます。 

 

4.1.2 暮らしの利便性を高める地域公共交通網の構築 企画課、都市計画課 

 持続可能性と利便性の視点から市民の移動ニーズと市内の回遊性を高める地域公共交

通網の見直しやバス路線の再編、新たなサービス形態への転換を検討します。 

 地域の関係者との連携と協働を通じて、地域公共交通の利便性・持続可能性を高めま

す。 

 

4.1.3 魅力を高める都市空間の創出 都市計画課、建設課 

 都市機能の集約を図り、市民・来訪者の利便性向上を図ります。 

 花と景観を活かし、交流と賑わいにつながる都市空間を創出します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 船形バイパス工事進捗率 29.5% 90％ 

 道路排水整備延長（5 年間累計） 0m 300m 

 道路舗装施工延長（5 年間累計） 622.3m 1,500m 

 公共交通の年間利用者数（鉄道・路線バス・高速バス） 1,677 千人 現状維持 

 
「交通体系の充実」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回答

した市民の割合 
10.2％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市都市計画マスタープラン（令和9（2027）改訂予定） 

 館山市立地適正化計画（令和9（2027）策定予定） 

 館山市景観計画 

 南房総・館山地域公共交通計画（令和7（2025）年度改訂予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第２節 脱炭素による持続可能な 
社会の実現 

▶５年後の姿 

郷土の豊かな自然環境を守り、2050年カーボンニュートラルの実現に
向けた関心が高まっています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

4.2.1 地球に優しく持続可能な地域づくりの推進 
環境課、環境センター、 

農水産課、下水道課 

 館山市特有の豊かで多様な自然環境を未来につないでいくために、自然環境の保全を

推進します。 

 行政が率先して地球温暖化防止対策と脱炭素化を進め、温室効果ガスの排出量の削減

に努めます。 

 市民・事業者の自主的なＣＯ2 削減に向けたエネルギー利用の効率化・最適化を促進

し、住宅用省エネルギー設備等への支援を通じて、脱炭素化を推進します。 

 再生可能エネルギーの地域内循環について、先進事例等を注視しつつ、研究していき

ます。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 公共施設のＣＯ₂排出量（減少） 未判明 （-10％） 

 住宅用省エネ設備等の設置件数 47 件 60 件 

 
「環境・衛生対策の充実」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）

と回答した市民の割合 
21.2％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市地球温暖化対策実行計画 

 君津地域・安房地域循環型社会形成推進地域計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 
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第３節 資源循環型社会の構築 

▶５年後の姿 

資源の有効活用とまちの環境美化に対する理解と実践が広がっていま
す。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

4.3.1 家庭・企業における４Rの一層の普及 環境課 

 資源の有効活用を進めるため、家庭ごみや事業ごみの分別や適正搬出に向けた意識啓

発を図ります。 

 環境負荷を軽減し、資源ごみ再資源化率を高めるため、より効率的な再資源化処理技術

の導入を検討します。 

 

4.3.2 地域ぐるみで進める清潔な環境の維持 環境課 

 市民の協力を得ながら、地域全体で環境美化を推進します。 

 美しい自然環境を次世代に引き継ぐため、環境学習に取り組みます。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 1 人 1 日当たりごみ排出量 1,125ｇ 未設定 

 資源ごみ再資源化率 13.3％ 未設定 

 
「資源循環型社会の構築」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）

と回答した市民の割合 
12.4％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市一般廃棄物処理基本計画（令和8（2026）策定予定） 
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第４節 防災 ・消防 ・救急体制の強化 

▶５年後の姿 

市民と行政が一体となり、災害に強く安心して暮らすことのできる地
域強靱化が進んでいます。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

4.4.1 官民を挙げた防災力の強化 危機管理課 

 大規模災害発生時の応急対応から災害復旧に至る一連の公助機能を発揮する体制の充

実や施設整備を関係機関と連携して推進します。 

 市民 ・地域の自助 ・共助 （近助）の力を高めるため、避難支援体制や自主防災組織の体

制強化に取り組みます。 

 

4.4.2 消防・救急体制の強化 危機管理課 

 安房郡市広域市町村圏事務組合による消防・救急業務の体制強化を図ります。 

 消防団が迅速 ・安全に消防活動ができるよう、地域の協力のもとで消防団員の確保を促

進するとともに、施設整備を推進します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 自主防災訓練実施率 38.4％ 100％ 

 旧耐震基準により建築された消防団詰所の更新（5 年間累計） 0 棟 2 棟 

 
「防災体制の強化」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回答

した市民の割合 
23.9％ 増加 

 
「消防・救急の充実」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回

答した市民の割合 
38.9％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市地域防災計画 

 館山市津波避難計画 

 館山市業務継続計画 

 館山市受援計画 

 館山市国土強靱化計画 
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第５節 生活安全対策の充実 

▶５年後の姿 

交通安全、防犯、災害に強い住宅に対する関心が高まっています。 
 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

4.5.1 安全なくらしを支える交通安全・防犯の推進 市民協働課 

 交通事故危険箇所の交通安全施設整備、地域の協力による防犯活動、消費者トラブルの

未然防止対策を通じて安全な市民生活の維持に取り組みます。 

 

4.5.2 住宅等の耐震化、空き家対策の推進 建築施設課 

 災害時に自分と家族の生命を守る住宅等の耐震化への理解を高め、迅速な工事着手に

つなげます。 

 住環境の向上と地域全体の活性化を図るため、空き家の発生の抑制と利活用の促進に

取り組みます。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 交通事故発生件数（暦年） 113 件 減少 

 犯罪発生件数（暦年） 235 件 減少 

 空家バンク新規登録物件数（5 年間累計） 3 件 50 件 

 特定空家等の登録件数（減少）（5 年間累計） 80 件 △15 件 

 
「交通安全・防犯体制の強化」に満足（「満足」と「やや満足」の合

計）と回答した市民の割合 
25.4％ 増加 
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基本目標５ 市民参画・シティプロモーション・

行財政運営 
 10 年後の姿▶ 

まちづくりへの市民参画が活発となり、市民の幸福度を高める行財政運営が実現している 

          
 現状 課題 

 

 館山市市民協働条例に基づき選

定された団体による事業を毎年

度実施しています。 

 男女共同参画や女性活躍推進を

目的とした 「コーラル会議」を開

催し、多様な視点から議論を行

い、市政に反映しています。 

 市内外へ向けたシティプロモー

ションを展開しています。 

 

 人口減少、少子高齢化、未加入者

の増加から町内会等の運営が困

難な状況に直面しています。 

 

 

 

 

 移住促進や観光振興につながる

シティプロモーションの視点か

らの施策展開が必要になってい

ます。 

 

 

 市民サービス向上のため、マイナ

ンバーカードの普及など自治体

ＤＸの推進や人口減少社会に応

じた公共施設の統廃合の取組を

行っています。 

 全国的な労働力不足や雇用環境

の変化、働き手の価値観の多様化

など、行政組織を取り巻く社会情

勢が大きく変化しています。将来

に渡り持続可能で変化に柔軟に

対応できる 「組織 （職員）」と 「経

 持続可能な行財政運営に向けて、

行財政改革の一層の推進と歳出

の削減が必要となっています。 

 

 

 将来に渡り必要な施策を着実に

実行するため、持続可能な 「組織

づくり」と 「行財政改革の一層の

推進」が求められています。 

  

 

市民協働 
シティプロ
モーション 

行財政運営 
・広域行政 
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営 （財源）」の体制づくりを進め

ています。 

 

  館山市 ・南房総市 ・鴨川市 ・安房

郡鋸南町の３市１町でさまざま

な分野の社会課題の解決に取り

組んでいます。 

 

 令和４年９月策定の 「館山市 ・南

房総市定住自立圏共生ビジョン」

等を踏まえ、広域の共通課題に対

する一層の連携が求められてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

  

 

写真等 写真等 

写真等 
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第１節 市民協働と 
シティプロモーションの推進 

▶５年後の姿 

市民の地域活動に関わる意欲、まちに愛着を感じる割合が高まってい
ます。 

まちに関心や愛着を持つ人を広げる取組が展開されています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

5.1.1 持続可能な地域づくりの推進 市民協働課、企画課 

 地域づくりの基盤となる地域団体が直面する諸課題の解決と地域活動の充実に向けて

市民と一緒に検討します。 

 人口減少等に伴う地域課題への対処 ・解決に向けて多様な主体 （市民、ＮＰＯ、企業、

大学等）の技術・専門的知見を活かす取組を推進します。 

 

5.1.2 男女共同参画と多文化共生による地域づくりの推進 市民協働課 

 男女共同参画を柱に、多様性を尊重する気運が醸成され、すべての人が自分らしく個性

を発揮できる地域づくりに市民とともに取り組みます。 

 

5.1.3 シティプロモーションの推進 
 

 国内外との民間レベルの交流、郷土の魅力の掘り起こし・再発見を通じて、市民のシビ

ックプライドを醸成します。 
 市民 ・関係団体と連携してシティプロモーションの方向性 ・取組を創造し、継続性 ・統

一性のある市民向け・市外向けのプロモーションを展開します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 市の審議会等の女性委員割合 28.74% 30% 

 ＬＩＮＥ市アカウントフォロワー数 8,472 人 14,000 人 

 事前プレスリリース数 231 件 270 件 

 

館山市に「自分たちのまち」としての愛着を感じている（「愛着があ

る」と「どちらかというと愛着がある」の合計）と回答した市民の割

合 

77.6％ 増加 

 まちづくり活動に「参加していない」と回答した市民の割合 42.8％ 減少 

 
まちづくり活動に「参加したくない」と回答した高校生（市内）の割

合 
18.9％ 減少 

 
「男女共同参画の推進」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と

回答した市民の割合 
8.1％ 増加 

 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市男女共同参画推進プラン 

 

 

 

 

（見開き調製のための白紙ページ。暫定） 
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第２節 持続可能な行財政運営 

▶５年後の姿 

市民満足度の高い行政サービスが実施され、安定した組織運営と自治
体経営が図られています。 
 

▶５年後の姿を達成するための施策 

5.2.1 安定的で質の高い行政サービスの実施 
 

 マイナンバーの持つ利便性とデジタル技術を活用しながら、質の高い窓口サービス及

び行政サービスを実施します。 

 安定的な行政サービスを継続するための環境を整備します。 

 デジタル技術やビッグデータ等の活用、企業や大学等との官民連携を一層進めながら、

事業の選択と集中による効果的な投資を計画的に実行する行政運営を行います。 

 

5.2.2 行財政運営の健全化 行革財政課、総務課、企画課 

 複雑・多様化する行政課題に向き合い、基礎自治体として真に必要な業務を着実に実

行できる「コンパクトでしなやかな組織体制」を構築します。 

 経験者や専門職の採用を拡充するとともに、年齢 ・性別 ・経歴にとらわれず、職員の能

力や特性を生かした人材育成・人員配置を推進します。 

 人口減少社会のなか、人口規模に見合った公共施設のあり方や社会情勢の変化に対応

した歳出削減、ふるさと納税をはじめ多様な手段による財源確保に取り組みます。 

 

5.2.3 持続可能な地域づくりに向けた広域連携の推進 企画課 

 共通の課題を抱える安房 3 市 1 町と様々な分野の広域連携を一層強化し、持続可能で

活力ある南房総地域を目指して効果的・効率的な取組を実施します。 
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関連するSDGs  

▶評価指標 

番号 評価指標 
R6（2024） 

基準値 

R12（2030） 

目標値 

 マイナンバーカード保有率 81% 現状維持 

 時間外勤務の年間時間数（職員１人当たり） 未判明 80 時間 

 ふるさと納税額 6.3 億円 9.3 億円 

 財政調整基金保有額 17.0 億円 20.0 億円 

 
「戦略的な行財政運営」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と

回答した市民の割合 
6.4％ 増加 

 
「広域行政の推進」に満足（「満足」と「やや満足」の合計）と回答

した市民の割合 
8.1％ 増加 

 

▶主な個別計画・方針等  （令和 7（2025）年度時点で策定済・策定予定を含む）） 

 館山市行財政改革方針 

 館山市公共施設等総合管理計画 

 館山市・南房総市定住自立圏共生ビジョン 

 

 

 

 

市民アンケート結果や審議会の意見を掲載予定 
 

現在はダミー 


